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20020066年年33月期第１四半期総括（連結）月期第１四半期総括（連結）

建材は計画未達だが、鉄鋼商品販売数量は建材は計画未達だが、鉄鋼商品販売数量は
計画比増、売上・利益ともに順調に推移計画比増、売上・利益ともに順調に推移

【 計画比売上高 】

269.9億円 → 271.1億円 （＋ 1.2億円 )

価格要因 ＋ 6.8億円

数量要因 ＋ 19.6億円

建材・その他要因 △ 25.2億円
（※建設機材類売上およびその他事業収入）

需要の伸び悩みと1Qに完工物件が少なかったことから
建設機材類売上が計画未達

【 計画比営業利益 】

12.0億円 → 12.8億円 （＋ 0.8億円 )

本資料における将来情報は2005年8月現在の見通しであり、今後修正される可能性があります

20020066年年33月期月期第１四半第１四半期総括期総括（連結）（連結）

1,172

2,069

2,031

2,988

21,235

05/3期

1Q実績

2,682

5,150

5,015

9,390

114,973

7/4修正

06/3期予想

683

1,242

1,203

2,249

26,992

06/3期

1Q計画

600

1,333

1,287

2,286

27,119

06/3期

1Q実績

－82

(－12.1%)

＋91

(＋7.3%)

＋84

(＋7.0%)

＋37

(＋1.7%)

＋127

(＋0.5%)

計画差異

－150

(－5.3%)

±0

(±0%)

±0

(±0%)

±0

(±0%)

±0

(±0%)

06/3期当初
計画差異

当期純利益

経常利益

営業利益

売上総利益

売上高

（百万円）

本資料における将来情報は2005年8月現在の見通しであり、今後修正される可能性があります

※06/3計画数値は2005年7月4日修正発表時のもの
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連結損益計算書連結損益計算書

1,172

928

2,101

0

31

2,069

2

41

2,031

958

2,988

18,246

21,235

05/3連

1Q実績

600

514

1,114

273

55

1,333

6

52

1,287

1,000

2,286

24,832

27,119

06/3連

1Q実績

2,6821,4541,228683当期純利益

2,1951,1891,005559法人税･住民税及び事業税

4,8772,6442,2331,242税引前当期純利益

273－2730特別損失

－－－0特別利益

5,1502,6442,5061,242経常利益

16795営業外費用

151678444営業外収益

5,0152,5842,4311,203営業利益

4,3782,2052,1731,046販売費及び一般管理費

9,3904,7874,6032,249売上総利益

105,58354,22451,35924,743売上原価

114,97359,01155,96226,992売上高

06/3連
（予）下期上期

06/3連

1Q計画

（百万円）

本資料における将来情報は2005年8月現在の見通しであり、今後修正される可能性があります

連結セグメント別販売状況の推移連結セグメント別販売状況の推移

2,988

281

21,235

124

183

70

1,508

67

1,123

350

59

3,529

1,193

93

6,737

1,182

128

8,154

05/3連

1Q実績

合 計

不動産

賃貸等事業

工事請負事業

鉄鋼・建材

商品販売事業

4362362008097売上総利益

8,1704,3653,8041,5301,847建設機材商品

2,249

283

26,992

129

194

264

4,954

283

79

4,384

806

94

7,465

668

109

8,146

06/3連

1Q計画

9,3904,7874,6032,288売上総利益

1,187600588310（販売数量）

114,97359,01255,96227,119売上高

47123124097売上総利益

713349364180その他事業収入

1,181641540147売上総利益

22,10511,90710,1982,771建設機材工事

1,166595570273売上総利益

32516615980（販売数量）

18,0609,2008,8594,926丸鋼類

3,2621,6321,629737売上総利益

388195193105（販売数量）

30,59015,37915,2118,018条鋼類

2,8721,4501,421952売上総利益

472238234124（販売数量）

35,33317,80917,5249,691鋼板類

06/3連（予）
下期上期

06/3連

1Q実績

（百万円・千t）

本資料における将来情報は2005年8月現在の見通しであり、今後修正される可能性があります
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連結貸借対照表の解説連結貸借対照表の解説

たな卸資産

在庫数量は約５％程度減少したものの、在庫単価が
上昇したため、金額ベースでは微増

短期借入金

たな卸資産の増加による運転資金の増加

鋼板類の輸入（LC決済）の増加

本資料における将来情報は2005年8月現在の見通しであり、今後修正される可能性があります

連結貸借対照表の解説連結貸借対照表の解説

9,8508,100短期借入金

11,83711,679たな卸資産

33,54133,908資本合計

990987固定負債

219158賞与引当金

21,43622,644買掛金

33,86635,134流動負債

34,85636,121負債合計

1,1771,223投資有価証券

10,18910,165土地

16,91016,904固定資産

36,70539,518売掛金及び受取手形

1,2801,189現金及び預金

51,48853,125流動資産

68,39870,029資産合計

06/3連 1Q実績05/3連 実績

（百万円）※各詳細項目は主要項目のみを記載しております

本資料における将来情報は2005年8月現在の見通しであり、今後修正される可能性があります
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連結キャッシュフロー計算書の解説連結キャッシュフロー計算書の解説

営業キャッシュフロー

法人税の支払いによるもの

投資キャッシュフロー

有形固定資産の取得によるもの

財務キャッシュフロー

短期借入金の増加によるもの

本資料における将来情報は2005年8月現在の見通しであり、今後修正される可能性があります

連結キャッシュフロー計算書の解説連結キャッシュフロー計算書の解説

△2,531△1,666法人税等の支払額

△229

△570

7,100

6,544

△788

△6

△478

7,353

2,296

△6,755

△7,766

△6,400

05/3連 実績

△329自己株式の取得

△575配当金の支払額

1,750短期借入金の増加額

846財務活動によるキャッシュフロー

△116有形固定資産の取得による支出

－投資有価証券の取得による支出

△116投資活動によるキャッシュフロー

1,114税引前純利益

△2,104仕入債務の増減額

△158たな卸資産の増減額

2,725売上債権の増減額

△639営業活動によるキャッシュフロー

06/3連 1Q実績

※各詳細項目は主要項目のみを記載しております （百万円）

本資料における将来情報は2005年8月現在の見通しであり、今後修正される可能性があります
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20020066年年33月期展望月期展望

経営環境

総需要の拡大は見込みにくいものの、依然として民需
が堅調に推移

市況動向は高炉・電炉・輸入材の価格差が顕著であり、
地域ごとも含め、変動要因が多岐に渡っているが、総
合的にはほぼ横ばいを見込む

鉄鋼商品においては、上半期は調整局面であり、下半
期から本格的に営業力・財務力など、企業体力格差が
明確化

本資料における将来情報は2005年8月現在の見通しであり、今後修正される可能性があります

20020066年年33月期展望月期展望

営業施策

【上半期】

鉄鋼商品在庫の調整を徹底し、下半期の買場に備える

エリア拡大も順調に進み、地盤固めを進める

建材部門は下期・来期分を含め営業を先行させる

【下半期】

市況動向を見極め、輸入材の活用を強化

鉄骨工事以外にも、サッシ工事・ALC等の工事請負を
強化

上半期は順調に推移し、下上半期は順調に推移し、下半期が今期の勝負の時期半期が今期の勝負の時期

本資料における将来情報は2005年8月現在の見通しであり、今後修正される可能性があります


